
 

                                                 

 本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 本来ならば希望に満ちた御挨拶を差し上げるべ

きところでもありますが、元日に発生した令和６

年能登半島地震、またその翌日に起こった航空機

事故と、立て続けにあまりに悲しいことが起こり

ました。この場をお借りして被災された方々にお

見舞いを申し上げたく存じます。 

 さて、月並みな言い方になりますが、念頭に、改

めて今後の教育のあり方を考えたいと思います。 

 

国際的な学力調査「PISA」の結果より 

 昨年末、2022 年に OECD（経済協力開発機構）

が 81か国・地域を対象にして行う学力調査「PISA」

の結果が発表されました。今回は、数学的リテラ

シー、つまり数学分野の知識や能力を活用する力

を測定することを中心に行われました。日本は数

学的リテラシーが５位、また読解力が３位、科学

的リテラシーは２位でした。他国が新型コロナウ

イルス感染症等の影響を受けた、と言われる中、

日本は得点が概ね上昇した、と評価されました。 

 この調査を通して、私共がどのような力を子供

たちに身に付けさせるか、を明らかにしたいと思

います。 

  

未来に生きるために必要な力・姿 

 OECD はまた「OECD Education 2030 プロ

ジェクト」も進めています。もう言い尽くされた

ようにも感じる「前例のない変化」に対応するた

めに、子供たちがどのような能力を身に付けたら

よいのかを示しています。2030 年、と言えば、例

えば、2015 年に国連サミットで採択された SDGs、 

持続可能な開発目標を達成するために設定された

期限です。残り６年程しかない、と考えると、危機

的状況は差し迫っている、とも言えましょう。 

 Education 2030 は、個人、コミュニティ、そし

て地球のウェルビーング、つまり持続的に良好な

未来を創ることを狙っています。不安定、不確実、

複雑、曖昧などの状況にどう対応していくかが求

められているからです。個人が良好な状態という

だけでもだめ、集団だけが優先されても適切では

ない、ということです。例として、一人一人が「働

くための準備をする」ことと共に「積極的に社会

参画することができる市民となっていく」ことと

を目指す、とされます。 

 そのために、子供たちは、自らの教育や生活全

体を通してエージェンシー、言い換えれば「変化

を起こすために自分で目標を設定し、振り返り、

責任を持って行動する」ようにしなければならな

い、と言われています。 

 随分と専門的な用語を使って話を進めてしまい

ました。すみません。 

 

本校の教育活動に求めることへの「ヒント」 

 さて、PISA については、もう少し詳細な結果分

析があります。例えば、数学的リテラシーについ

ては高い評価を受けましたが、一方で課題も指摘

されています。例えば、「実生活における課題を数

学を使って解決する自信が低い」という点です。

その理由として「日本の数学の授業では、数学的

思考力の育成のため、日常生活とからめた指導を

行っている傾向が OECD 平均に比べて低い」こと

が挙げられています。ともすると、「日常生活」と

「学校の教育活動」は切り離して考えられてしま

いますが、例えば教科の学習はどうあるべきかを

確認することができます。そして、このことがど

こにつながっていくのかを意識しながら計画を立

て、そして授業を行っていきたいと思います。 

 

 今から１５年近く前、私がまだ学級担任だった

ころ、６年生の理科で「手回し発電機」という教材

が用いられました。その前までは「モーターのつ

くり」、つまり電力の消費につながる学習に留まっ

ていたので一つ進んだ、と言えましょう。さらに、

現在は「蓄電」、つまり電気を貯めておく内容にま

で至っています。電気を無駄なく用いるための方

策を、というこれからの地球環境の保全や活用を

中心に据えながら考えていくことにつながってい

きます。 

 私共教職員も新たに学びながら前進する１年に

したいと思っています。 

 今年も御理解と御協力の程、深くお願いをした

いと思います。 

１００年が経過しても心にとどめておかなければならないこと 諏訪小だより 
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新年を迎えて 

 



生活「おもちゃランド」 

生活科「せかいでひとつ わたしのおもちゃ」

で牛乳パックや空き箱、ペットボトルなどを使

って自分で考えた動くおもちゃを作りました。  

そして、作ったおもちゃで遊ぶ「おもちゃラ

ンド」を開き、１年生を招待しました。２年生

は主催者となり、空気やゴムなどの力で動くお

もちゃの特性を存分に活かしながらルールや遊

び方を決めました。２年生としてどうしたら 1

年生を楽しませることができるか考える姿が素

晴らしかったです。 ２年担任 久保田 みのり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年担任 久保田 みのり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年担任 竹内 敏之 

「学習発表会」 

 １２月１５日(金)は学習発表会の児童鑑賞日

でした。今年度は、３年振りとなる全校児童が集

まっての児童鑑賞を実施しました。発表する側と

鑑賞する側とが一体となっているような会場の

雰囲気はすてきでした。子供たちにとっても充実

した時間になりました。 

１２月１６日(土)は学習発表会の保護者鑑賞

日でした。保護者の皆様には、御多用の中、本校

の学習発表会を御参観いただき、誠にありがとう

ございました。今後共教育活動への御理解と御協

力をお願いいたします。 

学習発表会委員長 稲垣 佑一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

１月行事予定 

「連合音楽会」 

 １２月８日（金）パルテノン多摩で「多摩市公

立小学校音楽発表会」が行われました。本校の代表

として５年生が出演し、合唱「地球のかぞく」と合

奏「アフリカン・シンフォニー」を発表しました。 

授業時間はもちろん、休み時間にも集まって練

習をしました。実行委員を中心に学年練習を進め

ていく中で、息のそろった演奏ができるようにな

りました。 

本番では全員が力を発揮し、元気な歌声と迫力

のある合奏がホールに響き渡りました。演奏後の、

達成感に満ち溢れた児童の表情が印象的でした。 

  音楽専科 熊谷 莉子 

元日

学校完全閉庁日

冬季休業日（終）

成人の日

４時間授業　全校朝会

宿泊説明会(5年・15:00～)　ＡＬＴ

体育集会　委員会活動

みらい塾　ブラス5・6年（～16:20）

安全指導　体力アップ週間（始）

ブラス（～16:20）

５時間授業(4～6)　　

個人面談　ブラス（～16:00）

個人面談　書き初め展（終）

みらい塾　ブラス（～16:00）

連合図工展　～31日

体力アップ週間（終）

ブラス（～16:20）

全校朝会　フレンズ　ＡＬＴ

ミニたてわり班活動（中休み）

ブラス（～16:00）

月

30 火

31 水

21 日

22 月

23 火

24

26 金

25 木

水

27 土

28 日

29

火

17

20 土

木18

ブラス（7:40～）

読み聞かせ（高）　おはなし会

個人面談　ＡＬＴ

ブラス（8:10～11:00）

どんど焼き（11:00～）

生活朝会　フレンズ

ブラス（～16:30）

漢字検定   臨時時程

音楽鑑賞（1～4）　フレンズ

ブラス（7:40～）

全校朝会　５時間授業(2～6)

個人面談　ＡＬＴ

ブラス（～16:00）

16

クラブ活動

クラブ見学(3)

水

19 金

8 月

9

15 月

10 水

読み聞かせ（低）

給食（始）　ＡＬＴ

ブラス（7:40～）

5 金

木

3 水

土

金

木

火

14 日

13 土

4

7 日

2

6

12

11

火

日 曜 学校行事　等

1 月

子どもを笑顔にするプロジェクト(5)

ＡＬＴ

避難訓練　５時間授業(3～5)

諏訪中作品展参観（６）

個人面談　書き初め展（始）

ブラス（7:40～）

ブラス4・5年（～16:00）

ブラス（8:10～11:30）

４時間授業

ＡＬＴ


